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昨
年
目
月
、
亀
岡
市
交
流
会
館

(
宮
前
町
)
に
お
い
て
事
業
を
開
始

し
た
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
め
お
か

内
に
、
新
た
な
施
設
と
し
て
「
庇
ピ

レ
ッ
ジ
天
然
砥
石
と
匠
の
技
」
が
4

月
辺
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
和
食
、
伝
統
建
築
、

日
本
万
な
ど
の
伝
統
文
化
を
支
え

て
き
た
天
然
砥
石
と
研
ぎ
の
文
化

の
魅
力
を
伝
、
え
る
発
信
拠
点
で
す
。

館
内
に
は
、
砥
石
の
採
掘
現
場
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
や
、
包
丁
・
大

工
道
具
・
日
本
万
な
ど
砥
石
に
よ
っ

て
磨
か
れ
る
道
具
の
イ
メ
ー
ジ
ブ
ー

ス
を
設
置
し
て
お
り
、
地
元
で
産
出

さ
れ
た
天
然
仕
上
砥
石
の
ほ
か
、
日

本
全
国
で
産
出
さ
れ
た
貴
重
な
砥

石
を
集
め
展
示
し
た
「
天
然
砥
石

キラ リ大亀岡平成29年 (2017年)6月4日発行

...さまざまな天然砥石を展示

展
示
コ
ー
ナ
ー
」
、
ま
た
自
前
で
持

参
さ
れ
た
切
れ
味
の
悪
い
包
丁
の

研
ぎ
指
導
を
し
て
く
れ
る
「
研
ぎ

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
の
常
設
、
市
内
の

匠
が
作
り
出
し
た
木
工
芸
作
品
約

切
点
の
展
示
な
ど
、
砥
石
や
木
文
化

の
魅
力
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
展

示
・
体
験
型
観
光
施
設
で
す
。

...砥石の採掘現場をイメージしたオブジ‘工

人
類
は
、
有
史
以
前
か
ら
刃
物
の

技
術
を
発
達
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
刃
物
を
用
い

た
優
れ
た
固
有
の
文
化
が
創
り
上

げ
ら
れ
、
そ
の
立
役
者
が
天
然
砥
石

で
し
た
。
天
然
砥
石
で
良
く
切
れ
る

刃
物
に
仕
上
げ
、
そ
の
刃
物
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
日
本
の
繊

細
な
伝
統
技
術
が
今
も
各
地
で
数

多
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
工
業
技
術
の
発
達
と
と
も
に
、
人

造
砥
石
に
そ
の
座
を
譲
り
、
現
在
天

然
砥
石
を
採
掘
し
て
い
る
人
は
わ

ず
か
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

京
都
は
、
か
つ
て
天
然
砥
石
の
本

邦
随
一
の
産
出
地
と
し
て
、
日
本
の

文
明
・
文
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
く
な
っ

た
こ
の
歴
史
を
、
こ
こ
森
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
め
お
か
で
後
世
に
伝
え
て
ま

企包丁などの研ぎ体験ができます

い
り
ま
す
。

あ
な
た
も
、
包
丁
持
参
で
砥
石
の

魅
力
に
触
れ
に
、
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

め
お
か
「
匠
ピ
レ
ッ
ジ
天
然
低
石
と
匠

の
技
」
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
!
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勝
癌
に
つ
い
て

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
統
計
に
よ
る

と、
2
0
1
4
年
の
「
悲
性
新
生
物
(が

ん
)
』
の
臓
器
別
死
因
で
、
勝
婦
は
男

性
5
位
・女
性

4
位
と
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
の
人
口
叩
万

人
あ
た
り
の
催
患
率
(
こ
の
病
気
に

怪
る
率
)
は
、
男
性

mu--、
女
性
白
・
5

で
、
さ
ら
に
そ
の
死
亡
率
は
男
性
部・

9
、
女
性
お
・8
で
し
た
。
診
断
さ
れ

て
か
ら
の
相
対
5
年
生
存
率
も
、
男

女
と
も
に
7
%
台
と
、
他
の
が
ん
に
比

べ
て
圧
倒
的
に
不
良
で
す

(死
附
1

位
の
肺
癌
は
男
性
訂
%
、
女
性
必
%
)
0

す
な
わ
ち
、治
療
が
最
も
凶
難
な
『が

ん
』
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
、
」
れ
は
勝
臓

が
体
の
深
い
所
に
位
置
し
、
他
の
臓
器

に
隠
れ
て
い
る
と
い
う
解
剖
学
的
な

特
性
と
特
有
の
症
状
が
無
い
こ
と
な

ど、
早
期
に
見
つ
け
る
事
が
非
常
に
困

難
な
為
で
す
。
し
か
し
近
年
、胃
癌
や

大
腸
癌
に
有
効
な
抗
癌
剤
治
療
が
勝

癌
治
療
に
も
保
険
適
応
に
な
っ
た
事

ゃ
、
来
と
放
射
線
治
療
を
組
み
合
わ

せ
た
術
前
治
療
で、
若
干
で
す
が
「
唯

一の
恨
治
的
治
療
法
で
あ
る
手
術
」
の

成
績
も
向
上
し
つつ
あ
り
ま
す
。
な
お

醇
艇
の
危
険
因
子
と
し
て
は
、糖
尿
病

(
特
に
急
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
化
し

た
人
)、慢
性
降
炎
、
肥
満
、喫
煙
が
あ

り
ま
す
が
、
身
内
に
膝
癌
患
者
が
い
る

と
い
う
『
家
族
歴
」
も
重
要
な
悶
子
で

す
の
で
、
気
に
な
る
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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